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平成16年度は大胡町、宮城村、粕川村と合併し、企業債を引き継いだ。

平成21年度は富士見村と合併し、企業債を引き継いだ。

平成25年度からは、簡易水道事業（湯之沢、三夜沢）を水道事業に統合した。
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平成16年度は大胡町、宮城村、粕川村と合併し、企業債を引き継いだ。

平成17年度から資本費平準化債の借入を実施している。

平成21年度は富士見村と合併し、企業債を引き継いだ。
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【新規】

敷島浄水場の新配水塔の築造工事（4億4,000万円）：総額11億円
敷島浄水場の全体の詳細設計（1,500万円）：総額5,000万円
＜築造工事・詳細設計とも、平成31(2019)，32(2020)年度の2か年で実施＞

現在の敷島浄水場配水塔（水道タンク）にかわる新配水

塔を、平成31(2019)，32(2020)年度で建設予定です。新

配水塔の建設により、より安全に水道水を供給し、また、災

害時に配水塔内の水道水を非常用飲料水として活用します。

同時に、敷島浄水場内のその他施設（配水池、電気室な

ど）の更新工事に向け、詳細設計を発注予定です。

配水管等改良事業（9億3,052万円）
浄水場施設等改良工事（3億4,834万円）

老朽配水管の布設替工事、都市計画事業や下水道事業など他の事業に関連した配水管の

布設替工事、市民の方々からの要望による配水管の新設や水圧増強工事などを実施予定です。

また、各浄水場の計装設備改修工事などをはじめとした浄水場施設等改良工事も実施予定で

す。

【新規】耐震管整備事業（4,430万円）

重要給水施設（防災拠点9か所、災害拠点病院4か所）

を災害時でも給水できるように、供給ルートの耐震化を図り

ます。（事業計画は平成31（2019）～41（2029）年度）

【重要給水施設】 ①群馬県庁②前橋市役所③消防局中

央消防署④水道局⑤大胡支所⑥宮城支所⑦粕川支所

⑧富士見支所⑨ヤマダグリーンドーム前橋⑩前橋赤十字

病院⑪群馬大学病院⑫済生会病院⑬群馬中央病院

水道事業会計の主な事業（平成31(2019)年度当初予算案）

新配水塔の完成イメージ

県央水道受水費（18億8,961万円）

配水管の耐震化の様子

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度
48.5 47.6 48.4 48.5 46.2 45.1 44.3 44.1
51.5 52.4 51.6 51.5 53.8 54.9 55.7 55.9

県央第一 36.4 37.0 37.5 37.8 38.9 39.2 39.6 39.5
県央第二 15.1 15.4 14.1 13.7 14.9 15.7 16.1 16.4

（単位：％）◎受水割合の推移

※県央第一（単価：　50円/ （税抜））、 県央第二（単価：102円/ （税抜））

内
訳

自己水
県央水

区分
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平成３１年度　水道事業会計当初予算の概要
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【収益的収支】・・経常的な収支の状況

収入合計６７億５，０００万円

職員人件費

４億４，１３６万円

(6.8%)

水道施設維持管理費

８億５，０４９万円

(13.0%)

県央水道受水費

１８億８，９６１万円

(29.0%)

減価償却費等

２４億７，８８３万円

(38.0%)

支出合計６５億２，２４６万円

支払利息

２億７，０１３万円

(4.1%)

水道料金

５６億６，３００万円

（83.9%)

加入金及び負担金

３億６，０７０万円

(5.3%)

長期前受金戻入

６億５，１２４万円

(9.7%)

その他

７，５０６万円

(1.1%)
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【資本的収支】・・投資的な収支の状況

収入合計１０億７，０１９万円

企業債

８億 ７５０万円

(75.5%)

工事負担金

２億５，９３４万円

(24.2%)

一般会計出資金

３３５万円

(0.3%)

支出合計３６億４，１４１万円

補てん財源

２５億７，１２２万円

事務費等

２億６，４４２万円

(7.3%)

拡張事業費

１億２，３８０万円

(3.4%)

配水管や浄水場施設

の建設改良費

１２億８，３４０万円

(35.2%)

経年管整備費

２億 ４００万円

(5.6%)

企業債償還金

１２億４，６４９万円

(34.2%)

税込み

一般管理費他

５億９，２０４万円

(9.1%)

純利益

２億２，７５４万円

耐震管整備費

４，４３０万円

(1.2%)

施設等更新費

４億７，５００万円

(13.1%)
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下水道事業会計の主な事業（平成31(2019)年度当初予算案）

処理場・ポンプ場施設の維持管理（11億1,205万円）

水質浄化センター（六供町）は、昭和38年に運転を開始し、現在、処理面積1,171.6ha、処理能力は、

84,200 /日となっています。

また、赤城山大洞処理場は、大沼周辺の47ｈａが処理面積で、昭和63年に運転を開始し処理能力は、

1,000 /日となっています。

なお、中継ポンプ場は市内に10か所設置されており、汚水等を処理場に円滑に流下させるために重

要な役割を担っています。

管渠新設事業（11億764万円）

下水道長寿命化事業（4億3,782万円）

下水道施設の長寿命化計画に基づき、老朽管の改築・

更新事業を進めるとともに、下水道施設全体を一体にとら

えた下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画を策定します。

【新規】水質浄化センター更新基本

構想策定業務（1,628万円）

水質浄化センター更新の基本構想を策定し、更新後の

施設全体像や更新スケジュールを検討します。

処理場建設事業（1億7,885万円）

水質浄化センター内の設備機器を更新するとともに、3系耐

震補強工事を行います。

・2系計装設備更新工事、最初沈殿池かき寄せ機更新工事

天川ポンプ場圧送管地震対策工事の第Ⅱ期工事

（平成30年度～31年度）の第2年次を実施します。

天川ポンプ場圧送管地震対策工事の

第Ⅱ期工事で使用している推進機

ポンプ場建設事業（3億2,956万円）

流域関連公共下水道事業計画に基づき下水道幹

線及び枝管の管渠布設を行い、快適な生活環境の改

善と公共用水域の水質保全を図ります。

・利根西(総社地区)延長180m、面積0.63ha

・利根東(上川淵、桂萱、南橘、永明、大胡、富士見地区 他)延長

7,750m、面積30.13ha

・土地区画整理区域内(駒形第一地区、元総社蒼海地区、富士見町小

暮地区 他)の下水道管整備に伴う工事負担金

けやきウォーク前橋

前橋商業高校
県生涯学習センター

城南小学校

◆下水道処理人口普及率

◆H29年度末現在

※汚水処理人口普及率：公共下水道、農業集落排水、

合併処理浄化槽、地域し尿を含めた普及率

汚水処理人口普及率※ 92.3% 80.5% 90.9%

前橋市 群馬県 全国平均

70.9% 53.8%

71.5%

78.8%

27年度末 28年度末 29年度末 30年度末見込 31年度末見込

70.2% 70.5% 70.9% 71.2%

下水道処理人口普及率
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平成３１年度　下水道事業会計当初予算の概要
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【収益的収支】・・経常的な収支の状況

下水道使用料

３３億３７４万円

(44.2%)

一般会計からの繰入金

（雨水処理経費他）

２９億４，８０２万円

(39.5%)

長期前受金戻入

１２億１７３万円

(16.1%)

その他

１，３３４万円

(0.2%)

職員人件費

２億９，０４１万円

(4.2%)

下水道管や下水処理施設

の維持管理費

１４億８，４０１万円

(21.4%)

流域下水道（県）への

汚水処理負担金

９億６，７８２万円

(14.0%)

減価償却費等

３１億６，８３１万円

(45.7%)

支払利息

７億２，２０３万円

(10.4%)

一般管理費他

３億２４万円

(4.3%)
純利益

５億３，４０１万円

収入合計７５億２，８７２万円収入合計７４億６，６８３万円 支出合計６４億５，４１４万円
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1,735,300

【資本的収支】・・投資的な収支の状況

企業債

１７億３，５３０万円

(57.1%)

国県補助金

７億７９２万円

(23.3%)負担金・出資金等

４億７，５０４万円

(15.6%)

支出合計６９億３，２８２万円

受益者負担金・分担金

１億２，１１０万円

(4.0%)
補てん財源

２５億７，５１４万円

収入合計３０億３，９３６万円 支出合計５６億１，４５０万円

下水道管の新設や

更新事業費

１５億３，９７４万円

(27.4%)

雨水対策費

４，７００万円

(0.8%)

下水道処理施設の

建設改良費

５億３，０４１万円

(9.5%)

事務費他

３億８４８万円

(5.5%)

企業債償還金

３１億２，０１６万円

(55.6%)

税込み

流域下水道建設費

６，８７１万円

(1.2%)
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